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伊
勢
堂
岱
遺
跡
は
縄
文
時
代
後
期
前
半

（
今
か
ら
約
４
千
年
前
）
の
遺
跡
。
平
成

７
年
、
大
館
能
代
空
港
の
ア
ク
セ
ス
道
路

建
設
に
先
立
つ
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
、

４
つ
の
環
状
列
石
を
は
じ
め
配
石
遺
構
な

ど
、
多
く
の
祭
り
・
祈
り
の
施
設
が
見
つ

か
り
、
大
規
模
な
祭
礼
の
場
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
遺
存
状
態
が
よ

く
学
術
的
価
値
が
高
い
こ
と
か
ら
、
平
成

13
年
に
は
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
今
年
度
行
わ
れ
た
第
13
次
調
査
で
は
、

遺
跡
発
掘
現
場
の
中
央
部
に
位
置
す
る
環

状
列
石
Ｃ
の
西
側
を
重
点
的
に
調
査
、
こ

れ
ま
で
見
つ
か
っ
た
も
の
よ
り
大
き
い
、

６
ｍ
×
６
ｍ
の
方
形
の
配
石
遺
構
と
６
本

の
柱
穴
、
ま
た
別
の
場
所
で
も
直
径
約
５

ｍ
の
竪
穴
住
居
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
当
日
は
午
前
９
時
か
ら
指
導
委
員
及
び

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
同
遺
跡
の
ガ
イ

ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
）
の
メ
ン
バ
ー
ら

が
参
加
し
現
地
視
察
。
市
教
育
委
員
会
の

榎
本
剛
治
主
任
学
芸
員
が
発
掘
現
場
を
案

内
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
第
13
次
調
査
の
調

査
結
果
に
つ
い
て
委
員
に
報
告
し
ま
し
た
。 

　
調
査
委
員
会
は
こ
の
後
、
市
中
央
公
民

館
に
戻
っ
て
再
開
、
調
査
の
概
要
を
確
認

し
、
今
年
度
中
に
策
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
遺
跡
保
存
整
備
事
業
の
基
本
計
画

案
や
石
質
の
鑑
定
報
告
等
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、「
計
画
書
に
は

北
側
斜
面
に
ブ
ナ
を
植
え
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
当
時
は
こ
の
あ
た
り
に
は
ブ

ナ
は
な
か
っ
た
は
ず
。
む
し
ろ
ク
リ
や
ト

チ
、
ク
ル
ミ
な
ど
実
の
な
る
広
葉
樹
を
植

え
る
べ
き
」
「
下
草
も
大
切
。
カ
タ
ク
リ

や
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
、
ウ
バ
ユ
リ
な
ど
の
季

節
の
山
野
草
は
訪
れ
る
人
を
魅
了
す
る
」

な
ど
、
魅
力
あ
る
遺
跡
と
し
て
整
備
す
る

た
め
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

    

　
ま
た
、
今
回
の
委
員
会
で
は
伊
勢
堂
岱

遺
跡
を
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス

ト
に
申
請
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
世
界
遺
産
と
は
、
１
９
７
２
年
の

ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
世
界
の

文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す

る
条
約
」（
世
界
遺
産
条
約
）
に
基
づ
い
て

世
界
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
た
、
人
類

が
共
有
す
べ
き
普
遍
的
な
価
値
を
持
つ
遺

跡
や
景
観
そ
し
て
自
然
な
ど
。
日
本
で
は
、

奈
良
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
や
原
爆

ド
ー
ム
な
ど
の
文
化
遺
産
、
白
神
山
地
な

ど
の
自
然
遺
産
の
13
ヵ
所
が
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
世
界
遺
産
は
、
登
録
を
求
め
る
国
や
地

域
の
担
当
政
府
機
関
が
候
補
地
推
薦
・
暫

定
リ
ス
ト
を
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会

に
提
出
、
調
査
、
審
議
を
経
て
最
終
的
に

決
ま
り
ま
す
が
、
日
本
政
府
（
文
化
庁
）

か
ら
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
推
薦
の
た
め
に
は
、

国
内
で
の
「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
暫
定
リ

ス
ト
」
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

    

　
こ
こ
数
年
、
全
国
で
自
然
環
境
や
文
化

財
の
保
全
、
観
光
振
興
な
ど
を
目
的
と
し

て
暫
定
リ
ス
ト
に
登
録
す
る
た
め
の
運
動

が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
現
在
、

▽
平
泉
の
文
化
遺
産
（
岩
手
県
）
▽
古
都

鎌
倉
の
寺
院
・
神
社
ほ
か
（
神
奈
川
県
）

▽
彦
根
城
（
滋
賀
県
）
▽
石
見
銀
山
遺
跡

（
島
根
県
）
の
４
件
が
リ
ス
ト
に
搭
載
さ

れ
、
推
薦
を
待
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
富
士

山
な
ど
30
カ
所
以
上
で
リ
ス
ト
登
録
へ
の

運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
も
、
複
数
の
ス
ト
ー
ン

サ
ー
ク
ル
を
有
す
る
な
ど
世
界
で
も
ま
れ

な
縄
文
時
代
を
代
表
す
る
史
跡
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
立
候
補
す
る
こ
と
に
し
た

も
の
で
す
。 

　
世
界
遺
産
登
録
ま
で
の
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
な
が
ら
榎
本
主
任
学
芸
員

は
、
「
登
録
の
要
件
を
考
え
る
と
伊
勢
堂

岱
遺
跡
だ
け
で
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
た
め
、
大
湯
環
状
列
石
や
小
牧
野
遺

跡
な
ど
北
東
北
、
北
海
道
の
ス
ト
ー
ン
サ
ー

ク
ル
を
持
つ
遺
跡
と
連
携
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。 

　
委
員
会
の
小
林
委
員
長
は
、
「
国
際
的

に
も
日
本
の
縄
文
文
化
へ
の
関
心
は
高
く
、

伊
勢
堂
岱
遺
跡
も
資
格
は
十
分
に
あ
る
。

た
だ
、
登
録
の
た
め
に
は
、
地
元
で
の
熱

意
が
必
要
。
小
ヶ
田
駅
を
降
り
る
と
遺
跡

を
示
す
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
る
と
か
、
ま

ち
の
い
た
る
こ
と
ろ
に
遺
跡
の
シ
ン
ボ
ル

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
描
か
れ
て
い
る
な
ど
、

ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
も
大
切
」
と
、

市
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
こ
と
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。 

　
申
請
書
類
は
年
内
に
も
提
出
の
予
定
。

順
調
に
進
め
ば
来
年
６
月
に
は
暫
定
リ
ス

ト
へ
の
登
録
が
決
ま
り
ま
す
。 

平
成
18�
年
度
第
２
回
調
査
指
導
委
員
会

　
国
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
る
﹁
伊
勢
堂
岱
遺
跡
﹂

の
平
成

18
年
度
第
２
回
調
査
指
導
委
員
会
︵
委
員

長
＝
小
林
達
雄
國
學
院
大
学
教
授
︶
が
11
月
９
日
、

市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
委
員
に
よ
る
現
地
視

察
や
遺
跡
整
備
基
本
計
画
等
に
つ
い
て
の
協
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
複
数
の
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
を
有
す
る

な
ど
縄
文
時
代
を
代
表
す
る
遺
跡
と
し
て
ユ
ネ
ス

コ
の
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
申
請
す
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

■文化遺産（登録年）  

 (1）法隆寺地域の仏教建造物（H5） 

 (2）姫路城（H5） 

 (3）古都京都の文化財（H6） 

 (4）白川郷・五箇山の合掌造り集落（H7) 

 (5）原爆ドーム（H8） 

 (6）厳島神社（H8） 

 (7）古都奈良の社寺（H10） 

 (8）日光の社寺（H11） 

 (9）琉球王国の城・遺跡群（H12） 

 (10）紀伊山地の霊場と参詣道（H16）  

■自然遺産  

 (1）白神山地（H5） 

 (2）屋久島（H5） 

 (3）知床（H17） 

◎現在の日本の暫定リスト掲載物件  

「古都鎌倉の寺院・神社ほか」 

　(H4 神奈川県)  

「彦根城」(H4 滋賀県)  

「平泉の文化遺産」(H13 岩手県)  

「石見銀山遺跡」(H13 島根県)  

資料：日本ユネスコ協会連盟より   

11月11日には、静岡、山梨両県が富
士山を暫定リスト素案として文化庁に
提出しています 

伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
世
界
遺
産
に

伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
世
界
遺
産
に

遺
跡
整
備
に
は
カ
タ
ク
リ
や
フ
ク
ジ
ュ

ソ
ウ
な
ど
の
下
草
も
大
切
（
委
員
） 

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け

て
暫
定
リ
ス
ト
へ
の
申
請
手
続
き
を 

登
録
に
は
、
大
湯
、
小
牧
野
な
ど
北

東
北
、
北
海
道
の
遺
跡
と
も
連
携
を 

日本の世界遺産

伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
世
界
遺
産
に

年
内
に
も
登
録
の
た
め
の

暫

定

リ

ス

ト

に

申

請

しらかわごう ごかさん 

さんけい 

ひめじ 

グスク 

いわみ 

がっしょう 

いつくしま 

ほ
っ
た
て 

い
わ
み 

　
今
回
の
調
査
で
は
、
環
状
列
石
Ｃ
の
西
側

周
縁
部
を
重
点
的
に
調
査
、
こ
れ
ま
で
で
最

大
の
６
ｍ
×
６
ｍ
の
方
形
の
配
石
遺
構
と
直

径
１
ｍ
に
及
ぶ
６
ヵ
所
の
柱
穴
な
ど
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
発
掘
現
場
で
は
こ
こ
を
「
大

神
殿
」
と
呼
び
、
環
状
列
石
と
の
位
置
関
係

な
ど
か
ら
祭
祀
に
関
係
す
る
役
割
を
持
っ
た

掘
立
柱
建
物（
地
面
に
穴
を
掘
り
、柱
を
立
て

て
上
屋
を
つ
く
る
形
式
）
の
跡
で
は
な
い
か

と
の
推
測
の
も
と
で
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
遺
跡
整
備
基
本
計
画
の
協
議
な
ど
が
行
わ

れ
た
平
成
18
年
度
第
２
回
調
査
指
導
委
員
会
。

整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
当
時
周
辺
に
生
い

茂
っ
て
い
た
樹
木
や
山
野
草
を
植
栽
し
、
魅

力
あ
る
遺
跡
公
園
に
す
る
こ
と
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
湯
環
状
列
石

な
ど
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
を
持
つ
遺
跡
と
連

携
し
な
が
ら
、
世
界
遺
産
の
登
録
に
向
け
て

手
続
き
を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

▲
 

▲
 

柱穴 

「大神殿」のような今年度の調査で発見された配石遺構と柱穴 

いろり 


